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本書では、京都近郊に位置し、公家・寺院領を中心とする相給村落であつた山城国乙訓郡石見上里村 (現
・京都市西京区大原野石見、上里)と 、同村百姓にして公家家来でもあり、庄屋 。医師 。手習師匠として
も活動した大島家を研究姑象にとりあげる。

建前と実態という「表裏」の運用により、社会の「穏便」を実現しようとする意識や調整に着日して、近

世百姓の変容と実態を多面的に明らかにする。

序 章  本書の研究視角と構成
第一節 本書の問題関心―  「表裏」
第二節 研究史の整理と課題
第二節 本書の構成

第一章

第一節

第二節
第二節
第四節

第二章

第一節

第二節
第二節
第四節

第二章

第一節
第二節

第二節
第四節

第 I部 石 見上里村の変容
相給支配構造 と株百姓の実態

村落状況と構造の概要
土地状況の実態
百姓の所持地と帰属
株百姓の維持・調整

文政期の村方騒動 と百姓の壱人両名

六右衛門一件の発生とその背景
「壱人両名」の吟味
百姓の帰属
「壱人両名」の発生理由と意味

村役人層の変容

―  「家記」編纂の意識とその社会的背景
安田家と小野家
元右衛門一件とその後の混乱
文政期の村方騒動と庄屋利左衛門の再登場
過去の回顧と現実

の運用と「穏便」

◎予定内容目次◎

第Ⅱ部 大島家の変容
第四章 大島家の壱人両名

一 大島家来大島数馬と百姓利左衛門

第一節 壱人両名の形成
第二節 壱人両名の実態
第二節 壱人両名の意識
第五章 大島家の学芸活用
第一節 大島家の修学活動と態度
第二節 手習師匠の活動
第二節 日常と遊芸
第六章 在方医師の活動実態
第一節 医療活動の背景と展開
第二節 往診範囲の具体相
第二節 「療用」と「療用之序」の交流
第七章 在方医師と村一 変死隠蔽事件を事例として
第一節 村による変死隠蔽
第二節 株庄屋家の変死隠蔽
第二節 医師の役割
終 章  まとめと課題
付 論  大島家の病と地域の医療
第一節 天明・寛政期における家族の病
第二節 文政期・継嗣武幸の病
第二節 治療と看病一 大島直良の晩年と虐、子直珍

おわき・ひでかず…1983年京都府生。佛教大学文学部史学科卒業、佛教大学大学院文学研究科博士後期課程修了、博士(文学)。 現
在、佛教大学総合研究所特別研究員。
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中近世農業史の再解釈

伏見元嘉著

農戦国末期伊予の軍記『清良記』全30巻を分析。その著者お
よび成立年代を確定し、日本最古の農書とされる第 7巻 「親
民鑑月集」の位置づけを明かす。近世農業の始まりとしての
農書という定説をくつがえし、中世農業の最終段階をはじめ
て詳説したと位置づけ直す。

【内容】『清良記』をめぐって/軍記『清良記』の検証/軍記の検証
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『清良記』の研究

畿内の豪農経営と地域社会
渡辺尚志編

18世紀末以降、河内国丹南郡岡村 (現
藤井寺市)の庄屋を世襲した豪農・地
方名望家が岡田家であり、近世・近代
において同家が作成・授受した「岡田
家文書」は、 1万数千点にもおよぶ。
近年整理が進められている岡田家文書
を多角的に分析し、畿内における村落
と豪農の特質を経済・社会構造の観点
から解明する。

レA5判・508頁 /定価 8,190円

※近世社会と百姓成立
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ISBN978-4-7842-1562-1  >A5半 J・ 310頁/定 1面 6,825円

縞 垂葬
太一郎と農民たちの近代

農業近代化の過程で重要な役割を果たした「老農」といわれた農事改
良者たちは近代化のなかで忘れられた存在である。除草機「太一車」
の発明者として知られる中井太一郎について、ライフヒストリーを丹
念にたどりながら、彼の技術・思想や、その全国巡回を支えた組織・
団体などを明らかにする。
レA5判・380頁/定価 7,875円        ISBN978-4-7842-1710-6

景蓬皐栞
の都市と村落社会

【内容】 I城下町の構造近世中後期城下町論/近世城下町・在町と農
村 他/Ⅱ 交通・流通日光社参における小山御殿/鎌倉の内湊町「飯
島」と港国町口賀江津」/近世後期における商品流通と問屋経営 他/
Ⅲ思想・技術明治初年「越前護法大一揆」の町・村民の連携関係 他/
Ⅳ城柵・所領経営東大寺領越中国鳴戸荘の立地と開発 他
>A5判・458頁 /定価 6,825円          ISBN4-7842-0853-4

季建3蒼
と地域振興 京都府の近代

近代日本の地域社会の姿を、京都府下における、明治前期の京都宮津
間車道の開盤・明治前期～中期にかけての琵琶湖疏水と鴨)|1運河の開
堅・明治初期～昭和の敗戦直後までの天橋立の保存とその振興・明治
初期～昭和の敗戦直後にかけての童仙房村の開拓、という特定のテー
マを取り上げ、地域振興の視点から考察する。
レA5判・364頁/定価 6,825円        ISBN978-4-7842-1570-6

日本産業技術史事典
日本産業技術史学会編
明治維新以降めざましい発展を遂げ、近代化の歩みを支えた産業技術
の変遷を跡づける。23の大項目と344の小項目で系統的・組織的に日
本の産業技術史を俯欧した画期的な読む事典。近代化以前からの「草
の根」における技術と技能の蓄積対しても光を当て、民間の「現場」の
力を重視する。
レB5判・550頁 /定価 12,600円        ISBN978-4-7842-1345-0
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佛教大学研究叢書司

九世紀の

ISBN978-4-7842-1385-6  レA5半J・ 330頁//定十面 6,300円
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ISBN978-4-7842-1340-5

く̈れ客　期近代．卿警勒酌型
※中世・近世の村と地域社会
西村幸信著
大和を中心とした中世 。近世の村落構造に関しての諸論考を集成。第
一部には、村落中間層のあり方に注目し、学界で支配的な「自力の村」
論に真っ向から異論を唱えたものなど主要論文を収め、第二部では、
松波勘十郎と郡山藩領についての新発見など『広陵町史』近世篇に結
実した業績を収める。2006年若くして逝去した著者の遺稿集。
レA5判・404頁 /定価 6.510円        ISBN978-4-7842-1353-5

京都・大枝の歴史と文化
村井康彦編
「大枝」は桓武天皇長岡京造営にはじまる古い歴史を有し、山城・丹波
に通じる交通の要衝である。「大枝」の古代から近代までを論じる10篇。
【内容】大枝風上記への招待 (村井康彦)/大枝の自然環境 (金田章裕)
/老ノ坂と古道 (足利健亮)/大枝の曙 (永田信一)/国境の里 (瀧浪貞
子)/動乱期の大枝 (下坂守)/近代化の光と影 (飛鳥井雅道)他
>A5判・380頁/定価 6.090円          ISBN牛 7842-0633-7

※丹後地域史へのいざない
上田純一編
歴史を「地域」の視点から見つめ直そうという関心の高まりつつある
中、古来より独自の歴史や文化が生まれ育まれてきた京都府下の丹後
半島地域を総体的に解明する試み。政治 。経済史的観点からだけでな
く、地域住民の視点から、そして彼らの抱いていた歴史的な帰属意識
や時代心理の分野にまで言及した全 7篇を収録。
レ46判・184頁 /定価 1,680円        ISBN978-4-7842-1348-1

黒正巌著作集 陰 7巻 ]
黒正蔽著作集編集委員会編
1920年～40年代、社会経済史学の誕生に大きな役割と果たした黒正巌
の業績を全 7巻構成で明らかにする
【構成】①百姓一揆の研究/②百姓―揆論/③岡山藩の研究/④社会
経済史の研究/⑤経済地理学の研究/⑥ 日本経済史/⑦農史の研究・
年譜・著作目録
レA5判・総2800頁 /定価 58,800円        ISBN牛 7842-1122-5
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電話・ fax・ Eメ ールでお申し込み下さい。※印の

ISBN978-4-7842-1642-0

『鴨東通信』を年 4回無料でお送りしています。
は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。


